
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

April 2021 

2 月のタイ経済は緩やかな回復基調 

► 2021 年 2 月のタイ経済回復は緩やかな回復基調に

あります。新型コロナウイルス感染症の流行が落ち

着き始め、政府による積極的な刺激策が奏功し、国

内経済は徐々に改善に向かいました。景気をけん引

しているのは、民間投資と個人消費でした。政府の

景気刺激策が家計の消費を支えました。また、輸出

は、貿易相手国の需要が拡大を受け、多くの物品項

目が回復を続けています。 

 

► 2021 年 3 月のヘッドライン・インフレ率は、前年同月

比 0.08％縮小し、13 ヶ月連続のマイナス伸びでし

た。タイ政府が新型コロナウイルスの感染拡大に伴

い消費者支援として実施した電気・水道料金の引き

下げや、生鮮食品価格の低下などが原因でした。一

方で、振れ幅の大きい生鮮食品とエネルギーを除く

コア・インフレ率は、前年同月比 0.09％の小幅な上

昇で、前月と比べ横ばいとなりました。 

 

► カシコン・リサーチセンターは、2021 年のタイからミャ

ンマーへ自動車輸出について、金額ベースで前年比

2～４％増の 8,650 万～8,850 万米ドルになると予測

しました。 

 

► 2 月 1 日の軍事クーデターを発端とする政情不安が

投資家の先行き不安を高め、ミャンマー投資決断に

影響を与えると指摘しました。ただ自動車メーカー各

社がミャンマーへの追加投資を減速する一方、現地

の国内での生産台数が需要に追いついていないこ

とから、タイからミャンマーへの自動車輸出は低成長

ながらプラスを維持すると予測しました。 

2021年2月のタイ経済情報 

タイ中央銀行が発表した2021年2月の重要な経済

指標によると、タイ経済は新型コロナウイルス感染

症の流行が落ち着き始め、政府による積極的な刺

激策が奏功し、国内経済は徐々に改善に向かいま

した。 

2月の民間消費は前年同月比2.1％縮小したが、前

月比では3.4％増となりました。旅行者の支出が

91.6％減、サービスが18.3％減、耐久消費財が

7.7％減、非耐久消費財が3.4％減となったものの、

半耐久消費財が3.3％増となりました。 

一方で、民間投資は前年同月比7.0％上昇しま

した。機械・設備を中心とした資本財の輸入が

31.4％増、国内の機械販売が5.5％増となっ

た。 



 

 

 

 

 

  

一方、商用車の購入が5.2％減、建材の販売が

1.6％減、建設認可を受けた土地の面積は8.4％減

でした。 

2月の輸出は、前年同月比0.2％減の201億米ドル

となりました。貿易相手国の需要が拡大を受け、

多くの物品項目が回復を続けています。このほ

か、電子製品の輸出はサイクルの好転による恩恵

を受けました。 

工業生産に関しては、前年同月比1.1％減となり、3ヶ

月連続でマイナス成長になりました。国内需要が縮

小したことが原因でした。 

観光業では、外国人観光客数が前年同月比99.7％

減となりました。タイ政府は10月からタイに最長

270日間の滞在が可能となる特別観光査証を取得

した外国人旅行者の受け入れを開始したが、入国

者はわずかでした。 

2021 年３月のタイのインフレ率 

商務省が発表した2021年3月のヘッドライン・インフレ

率は、前年同月比0.08％縮小し、13ヶ月連続のマイ

ナス伸びでした。タイ政府が新型コロナウイルスの感

染拡大に伴い消費者支援として実施した電気・水道

料金の引き下げなどが原因でした。 

品目別にみると、食品・飲料部門は前年同月比

0.26％減でした。とりわけ、米・粉製品が6.59％減、果

物・野菜が2.04％減となりました。一方で、非食品・飲

料部門が前年同月比0.04％上昇しました。とりわけ、

運輸・通信は、5.43％上昇しました。 

一方で、振れ幅の大きい生鮮食品とエネルギーを除

くコア・インフレ率は、前年同月比0.09％の小幅な上

昇で、前月と比べ横ばいとなりました。 

 

2 月の輸出は、前年同月比

0.2％減の 201 億米ドル。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミャンマー向け車輸出額、２～４％増見通し 

カシコン・リサーチセンターは、2021 年のタイからミャン

マーへ自動車輸出について、金額ベースで前年比 2～

４％増の 8,650 万～8,850 万米ドルになると予測しまし

た。 

カシコン・リサーチセンターは、ミャンマーの自動車市

場は高い成長を続け、中古車 100 万台超の新車への

買い換えも期待でき、多くのメーカーが現地生産を決

めるなど魅力的な市場だったとした上で、2 月 1 日の

軍事クーデターを発端とする政情不安が投資家の先

行き不安を高め、ミャンマー投資決断に影響を与える

と指摘しました。 

ただ自動車メーカー各社がミャンマーへの追加投資

を減速する一方、現地の国内での生産台数が需要

に追いついていないことから、タイからミャンマーへ

の自動車輸出は低成長ながらプラスを維持すると

予測しました。 

一方、長期的には、政情不安が解削すればメーカー

各社がミャンマーでの国内生産を本格化させ、タイ

からの完成車輸出需要は縮小するとし、タイは自動

車の組み立て部品輸出にシフトすると見方を示し

た。 

 


